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TheNewYorkDailyTribunecarriedacolumnentitled・Books
peoplearereading・everyMondayduringtheRusso-Japanese
Warfrom1904to1905.Thecolumnpresentedalistofbooks
requestedatsevenlibrariesintheU.S.Iexaminedthedatato
findwhatbooksonJapanandJapaneseculturewerereadat
thattime.ThereseemstobeatendencyforJapanesetoas-
sumethatEnglishbookswrittenbyprominentJapanesewrit-
ers,suchasOkakuraTenshin,NitobeInazo,andAsakawa
Kanichi,werebest-sellingandweretheprimarysourcesofin-
formationaboutJapanandJapanesecultureatthattime.As
aresult,apartfromLafcadioHearn・sJapan,theircontribu-
tionsseemtohavebeenratheroverestimated.Thedatareveals
thatitwasbookswrittenbyratherunknownAmericanwriters
whohadstayedinJapanforalongtimeasteachersthatwere
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readcommonlyintheU.S.MyopinionisthattheseAmerican
authorsandtheirwritingsshouldbegivenmoreprominencein
futureresearch.

はじめに

米国新聞上で日露戦争関連記事を渉猟していた際、日刊紙『ニューヨー

ク・デイリー・トリビューン』（NewYorkDailyTribune）の月曜日版に、「人々

が読んでいる本」（BooksPeopleAreReading）というコラムを発見した（1）。

これは米国内7公共図書館、つまり、ニューヨーク公共図書館、首都ワ

シントンの議会図書館、シカゴ公共図書館、ボストン公共図書館、フィラ

デルフィアのフリー・ライブラリー（FreeLibraryofPhiladelphia）、ニュー

ヨーク州北部のバッファロー公共図書館、サンフランシスコのメカニック

ス・インスティチュート（Mechanics・InstituteLibrary）における人気図書の

週間の傾向をまとめ、報告したものだ（2）。

このコラムの掲載期間は未確認であるが、日露戦争中は幸い、ほぼ毎週

掲載されていた（3）。戦争中、果たしてどのような日本関連書物が実際に米

国市民に読まれていたかを示唆する重要な資料になると思い、ここで若干

の考察を試みる次第である。

コラムには、図書館毎に、分野別の人気図書名が挙げられている。この

分類は図書館によってかなり異なる。分類項目が最も多いのが、フィラデ

ルフィアで、①フィクション（Fiction）、②哲学と宗教（Philosophyand

Religion）、③社会学（Sociology）、④自然科学（NaturalSciences）、⑤実用技

術（UsefulArts）、⑥美術（FineArts）、⑦文学（Literature）、⑧歴史、紀行、

伝記（History,TravelandBiography）に分かれ、各分野2～5冊ぐらいが挙

げられている。一方、最も分類数が少ないのがサンフランシスコとバッファ

ローの場合で、サンフランシスコは、①フィクション、②紀行、③伝記 、

バッファローが、①フィクション、 ②児童向け、③その他、となってい

る。やはり各分類中の本の冊数は多くて5冊というところだ。ちなみに日

本関連書物が選ばれる分野は、旅行、歴史かその他であり、旅行や歴史の
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分野を設けていないニューヨークやバッファローでは不利という点を指摘

しておく。

本稿では、日本関連書物とは、①日本人による著作、②日本人に関する

著作、③日本の歴史、経済、文化などに関する著作、④日本の旅行記、日

本側の日露戦争従軍記、の4つの分類に該当する図書とする。

これらの本は戦争中（1904年2月15日掲載～1905年9月11日掲載、計80週）

延べ248冊（重複を含む）がリストアップされていたので、1週につき平均

約 3冊がコラムに掲載されていたということになる。一方、戦争前後

（1903年12月7日掲載～1904年2月8日掲載と1905年9月18日掲載～1906年3月26

日掲載）は1週平均1.3冊となるので、明らかに戦争中、日本への関心が高

まっていたことが分かる。日露開戦報道が2月9日であり、これを含む週

以降、「日本とロシアの歴史関連書」（BooksontheHistoryonJapanand

Russia）や「ロシアと日本の紀行、旅行関連書」（BooksonTravelinRussia

andJapan）という記述が毎週のように登場することからも、戦争が図書館

リクエストに与えた影響は明らかだ。

日本関連書物の登場冊数が最も多かったのは1904年5月31日～6月3日

と1905年1月31日～2月3日の週で、それぞれ7冊である。1904年5月1

日、陸軍第1軍は鴨緑河渡河を開始し、最初の陸戦が開始された。同第2

軍は5月13日に上陸を終え、15日に行動を開始。南山の戦いに勝利し、5

月30日に大連を占領した。日本陸軍の最初の攻勢段階であり、2月の開戦

以来久しぶりに日本にとっては景気のいい報道が米国で活発に行われた時

期と思われる（4）。また、1905年正月に旅順が開城し、奉天会戦が開始され

るのが2月22日である。旅順陥落で勢いに乗った日本がさらに快進撃を続

ける時期と言える。こうしてみると、日本関連書物人気度と戦況の間には

少なくとも間接的な関係はあるのかもしれない。

本稿で明らかにしたい点は、日露戦争中、米国で実際にどのような日本

関連書物がどれほど読まれていたかということである。

日米文化交流に多少の知識のある人ならば、日露戦争中、岡倉天心『日

本の覚醒』（5）、朝河貫一『日露衝突』（6）、ラフカディオ・ハーン『神国日本
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ひとつの解釈』（7）が米国で出版され、新渡戸稲造『武士道』（8）がニュー

ヨークの大手パットナム社から再版（初版は1900年）されたことは周知の

事実であろう。約1年半の間に、後代に名を残すこれらの本が一挙に出版

されたのは、やはり日露戦争と無関係ではあるまい。戦争中、不利と思わ

れていた日本がロシアに善戦すると日本への多面的な関心が高まり、それ

に応えるべく、米国の新聞、雑誌は様々な日本関連記事を次々に掲載した。

そのような時代的背景のもとに、これらの英文著作はアメリカで出版、再

版されたのである。

岡倉の長男一雄の回想によると、『日本の覚醒』の売れ行きは次のよう

なものだったという。「時あたかも日露戦役は、いよいよ絶頂に達しつつ

あった機宜をえた潮合いであったから、読書階級の人びとは争って講読し

た。で、この二百三十頁に足らぬ小冊子は、当時全米発刊書半ヵ年の統計

中、第四位を占めたということである」（9）。

朝河の伝記的著作である『最後の「日本人」』には、「『日露衝突』は、

発売されるやただちに驚異的な売れ行きをみせ、版を重ねていった」とあ

る（10）。新渡戸著『武士道』は米国大統領セオドア・ルーズベルトが日露

戦争中に読んで感銘を受け、家族、親戚に推薦したというエピソードも広

く伝えられている（11）。

これらの記述を目にすれば、日露戦争中、米国の一般読書人はこのよう

な日本人の英文著作を読み、日本及び日本文化に関する知識欲を満たした

印象を受けるかもしれない。しかし、実際にこれらの本はそれほど当時米

国で読まれていたのだろうか。その事実を裏付ける資料はあるのだろうか。

また、他にどのような日本関連書物が読まれていたのか。これらの点をま

ず前述の資料に基づき解明したい。

日露戦争中の全米公共図書館人気図書

戦争中、リストに5回以上掲載された日本関連書物を示すと次のように

なる。日付はリストアップされた日付で、（ ）内のアルファベット2文
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字は図書館名を示す（NY=NewYork,DC=WashingtonDC,PH=Philadelphia,

CH=Chicago,BO=Boston,BU=Buffalo,SF=SanFransisco）。

・1位：ラフカディオ・ハーン『神国日本 ひとつの解釈』

1904.10.3（DC）,10.31（PH）,11.7（BO）,11.14（PH）,11.21（PH）,11.28

（BU）,12.12（SF）,12.26（DC）（BO）,1905.1.2（PH）,1.9（SF）,2.6（SF）,

2.20（NY）（PH）,3.6（SF）,3.13（PH）,3.27（NY）（PH）,4.10（DC）,4.17

（NY）,6.2（SF）,9.11（DC）（計22回）

・2位：Clarence Ludlow Brownell,Heart of Japan,London,

Methuen&Co.,1902.

1904.3.14（PH）,4.4（NY）,4.18（NY）,4.25（NY）（PH）,5.2（BO）,5.9

（NY）,5.16（NY）,6.6（PH）,7.11（NY）,7.25（PH）,8.1（PH）,8.8（NY）,

9.12（NY）,10.17（NY）（計15回）

・3位：JamesAugustinBrownScherer,JapanToday,Philadelphia,

London,J.B.LippincottCo.,1904.

1904.6.6（PH）（DC）,7.4（BU）,7.11（PH）,7.18（PH）, 8.1（NY）,9.5

（PH）,9.26（DC）,12.19（NY）（DC）,1905.2.6（DC）,7.10（PH）（計12回）

・4位：ErnestWilson Clement,A Handbook ofModern Japan,

Chicago,A.C.McClure&Co.,1903.

1904.2.29（NY）,3.7（BU）,3.14（PH）（BO）,3.21（BO）,3.28（BO）,4.4

（BO）,6.6（BO）,8.8（DC）,1905.1.23（NY）,3.13（DC）（計11回）

・4位：HarrieIrvingHancock,Jiu-JitsCombatTricks,New York

andLondon,G.P.Putnam・sSons,1904.

1904.10.10（DC）,10.24（BO）,10.31（PH）,11.7（BU）,11.14（PH）,1905.

1.2（PH）,3.6（BU）,3.13（BO）,3.20（CH）,3.27（CH）,4.3（CH）（計11

回）

・4位：FrederickPalmer,WithKurokiinManchuria,NewYork,C.

ScribnersSons,1904.

1904.12.5（DC）,12.12（PH）,1905.1.9（SF）,1.23（DC）,2.6（SF）,2.13

（NY）,3.6（SF）,5.1（NY）,5.8（SF）,5.29（NY）,7.3（DC）（計11回）
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・7位：朝河貫一『日露衝突』

1904.12.5（DC）,1905.1.9（DC）,1.23（PH）,2.6（BU）,2.20（PH）,4.3

（PH）,5.8（NY）,9.1（DC）（計8回）

・7位：JamesAugustinBrownScherer,YoungJapan;thestoryof

theJapanesepeople,andespeciallyoftheireducationaldevelopment,

Philadelphia,London,J.B.LippincottCo.,1905.

1905.6.12（DC）,6.19（BO）,6.26（PH）,7.3（BO）（PH）,7.24（PH）,8.14

（BO）,9.4（PH）（計8回）

・7位：George.H.Rittner,ImpressionsofJapan,London,J.

Murray,1904.

1904.8.29（DC）,9.5（NY）,9.19（NY）,9.26（BO）,10.3（BO）,10.24

（BO）,1905.3.20（DC）,5.8（BU）（計8回）

・7位：OnotoWatanna,DaughtersofNijo;aromanceofJapan,with

illustrationsbyKiyokichiSano,New York,London,Macmillan&

Co.,1904.

1904.4.25（DC）,5.2（BO）,5.30（PH）（BU）,7.4（DC）,7.18（BO）,7.25

（DC）,9.5（BU）（計8回）

・11位：Mrs.HughFraser,AMaidofJapan,NewYork,H.Holt&

Co.,1905.

1905.7.17（BO）,7.24（DC）,8.7（BU）,8.21（BO）,8.28（BO）,9.4

（BU）,9.11（BO）（計7回）

・12位：GeorgeWilliam Knox,JapaneseLifeinTownandCountry,

NewYork,London,G.P.Putnam・sSons,1904.

1904.12.26（NY）,1905.1.23（DC）,4.3（PH）,7.3（NY）,7.24（DC）,8.21

（NY）（計6回）

・12位：HarrieIrvingHancock,JapanesePhysicalTraining;thesys-

tem ofexercise,diet,andgeneralmodeoflivingthathasmadethe

Mikado・speoplethehealthiest,strongest,andhappiestmenand

womenintheworld,NewYork,London,G.P.Putnam・sSons,1903.
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1904.6.20（NY）,9.5（CH）,11.7（PH）,12.26（PH）,1905.1.30（CH）,9.4

（NY）（計6回）

・14位：岡倉天心『日本の覚醒』

1904.12.12（DC）,12.19（PH）,1905.1.16（PH）,3.20（PH）,5.1（NY）

（計5回）

・14位：EstherSingleton（ed.andtr.）,JapanasSeenandDescribed

byFamousWriters,NewYork,Dodd,Mead&Co.,1904.

1904.8.1（BU）,8.15（DC）,9.12（PH）（SF）,1905.2.27（DC）（計5回）

・14位：SidneyL.Gulick,EvolutionoftheJapanese,socialandpsy-

chic,NewYork,F.H.RevellCo.,1903.

1904.2.22（DC）,3.28（PH）,4.18（PH）,6.6（CH）,9.26（PH）（計5回）

・14位：LoisLivingstonSeaman,From TokiothroughManchuria

withtheJapanese,NewYork,D.Appleton&Co.,1904.

1904.12.26（PH）,1905.2.6（PH）,2.13（DC）,3.27（PH）,8.7（DC）（計5

回）

以上の集計を基にして次のような考察が可能かと思われる。

まず、日露戦争中、米国で圧倒的によく読まれた日本関連書物は、ハー

ン著『神国日本』だった。地域的にも偏りがなく、1904年10月出版にもか

かわらず、1905年春になってもその人気はそれほど衰えていない。

この圧倒的な『神国日本』人気の原因は幾つか考えられる。皮肉なこと

に、出版とほぼ同じ時期にハーンが日本で死亡し、米国でも新聞や文芸誌

などで報じられ、本書に「遺作」という話題性が付加された。クリスマス

ショッピングが始まる頃に出版という時期も良かった。10月に出版された

本書が12月に第4版が出るという記事が新聞に掲載されていたので、売れ

行きも好調だったと思われる（12）。『ニューヨーク・タイムズ』紙や『イン

ディペンデント』誌のクリスマス用書籍に選ばれるなど、マスコミで華々

しく取り上げられていた。

ハーンの他の著作に関しては、1904年10、11月にボストンのフィクショ
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ン分野で3回、1905年1月に1回、Hearn・sRomancesが挙げられている。

これは具体的な書物名が挙げられていないので定かではないが、過去に出

版された一連のハーンの作品と考えていいだろう。ハーンの作品は、ボス

トンの文芸誌『アトランテｨック・マンスリー』によく掲載されていたの

で、特にボストンの読者にハーンの作品は馴染み深かったのだろうか。

10月に議会図書館で『こころ』（13）が1回、1905年1月に『知られぬ日本

の面影』（14）がフィラデルフィアで登場している。これらは時期的にみて、

10月のハーンの死去、あるいは『神国日本』出版の影響と推測されうる。

このように、日露戦争中、米国で最もよく読まれた日本関連書物はハー

ンの著作という事実が判明したが、ハーンの作品が全てよく読まれたわけ

ではないようだ。1904年6月頃に出版された『怪談』（15）は、すぐにバッファ

ローとニューヨークでリストアップされたが、その後は一度も登場しない。

論文的内容の『神国日本』よりはるかに一般受けしそうな『怪談』が、こ

れほど人気がなかったのはなぜか。というより、なぜ『神国日本』ばかり

が読まれたのか。それは、当時の米国人読者が知りたがっていたのは、

「強国日本」を支える精神的要因だったからではないだろうか。日本人の

宗教心、勇猛果敢な戦場での振る舞い、あるいは時にロシアよりキリスト

教的とも言われるその「優等生的姿勢」。これらの理解の糸口を与えてく

れる書物としては、確かに『怪談』よりも『神国日本』の方が相応しかっ

ただろう。

ハーンを除くと、よく読まれていたのは、ブラウネル（2位：15回）、シャー

ラー（3位：12回と7位：8回）、クレメント（4位：12回）と、日本では比

較的無名な著者の著作が多い（16）。ギューリックは日本に長期間滞在した

牧師としてこれらの3人よりは知名度が高いと思われるが、ハーン、グリ

フィス、モース、チェンバレンら著名なジャパノロジストの比ではない。

ブラウネル、シャーラー、クレメントの3人はいずれも長期日本滞在経

験者で、日本の教育機関で教師として働いていた。興味深いことに、ギュー

リック、シャーラー、クレメントの3人は日本でキリスト教布教に何らか

の形で関わっていた。グリフィスもそうだったが、米国人が外国、外国人
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に関する本を選ぶ場合には、やはり宣教師のようなキリスト教関係者が著

した本が信頼感が持てるということなのだろうか。

これだけよく読まれた彼らの著作がどのような内容だったのか、吟味す

る必要がある。例えばシャーラーは、7位の著書YoungJapanの中で、日

本人の性格の根本に関わる欠点として、deep-setdishonesty（根深い不誠実）

とabandonedimpurity（放蕩的猥褻）を挙げ、未だ成長途上にある国家日

本の未来に疑問の余地を残している。日本を取り上げた書物と言っても、

日本を好意的にばかり書いているわけではない。このような日本に対する

批判的なコメントの系譜にも、米国人の日本理解の歴史的推移を知る上で

触れなくてはならないだろう。

この3人の著作に比べると、岡倉天心、新渡戸稲造、朝河貫一ら、日本

人による英文著作の人気は、今一つだったようだ。新渡戸著『武士道』は

パットナム社から再版されたのが1905年6月と遅かったせいか、ボストン

で7月に2回、議会図書館で9月に1回しか登場しない（17）。岡倉著『日

本の覚醒』は、調査した範囲ではアメリカの15紙・7誌の書評で好意的に

取り上げられていたにもかかわらず、14位（5回）と揮わなかった。むし

ろ、『日本の覚醒』と同じ月に出版された朝河貫一『日露衝突』が4紙・5

誌の書評でしか扱われていなかったのに、7位（8回）と健闘した。『日露

衝突』は学問書的で読み易い本ではないが、日露開戦に至る経緯を公平な

立場で著した書物という評判が人気を呼んだのだろうか。新聞・雑誌の書

評本数が必ずしもその著作の読者数の指標とはならない例と言えるだろう。

ちなみに米国で1904年春頃再版された岡倉著『東洋の理想』（18）は、1904年

7、8月に2回、議会図書館でのみリストアップされており、弟の岡倉由

三郎著『大和魂』（19）は、1905年5月と7月に議会図書館とフィラデルフィ

アで1回ずつリストアップされている。

日本関連のフィクション作品の人気も無視できない。当時の図書館の利

用者は、大半が女性で、最新の大衆小説が断然人気があった。この図書館

人気図書リストも、フィクション、伝記などと分類されていなければ、お

そらくほとんどがフィクション作品で占められたことだろう。その意味で
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も、このコラムは貴重な資料と言える。

筆頭はオノト・ワタナの小説である（20）。DaughtersofNijo以外にも、The

HeartofHyacinth（21）が4回（1904年2月～4月）、TheLoveofAzalea（22）が2回

（1904年12月～1905年3月）、TheWooingofWistaria（23）が2回（1905年6月～7

月）と合計で16回登場している。

フィクションは女性読者が多かったためか、ヒロインとして登場する日

本人女性が興味を引いたのだろう。フレイザー夫人のAMaidofJapanが

11位（7回）と読まれたのも同じ理由によるのではないだろうか。フィク

ション分野では、他に、MissCherryBlossomofTokyo（24）とMyJapaneseWife（25）、

AJapaneseRomance（26）が各々1回ずつ登場しており、これらも題から察す

るに日本人女性を主人公に描いたものだろう。しかし、日本人女性を主人

公とした徳富蘆花『不如帰』の英訳Namiko（27）は、書評で日本近代小説の

最初の英訳と紹介されたものの、議会図書館で1回リストアップされたに

過ぎなかった（28）。

ワタナの作品は文芸誌にも連載されていたので、当時、知名度はなかな

か高かったと思われる。大衆小説家としての手腕はかなりのものだったの

だろう。当時これほど読まれていたとなると、その内容を吟味し、米国人

読者の日本人理解にどのような影響を与えたか考察してみる必要がある。

ルーズベルト大統領がホワイト・ハウスで日本人指導者に稽古をつけて

もらっていたという話もあるように、日露戦争中、柔道がJiujitsuという

名前で米国に広まったことは知られている（29）。ハンコック著Jiu-jitsuが4

位（11回）、同じくJapanesePhysicalTrainingが12位（6回）と広く読まれた

ことは、この柔道人気を十分証明している。ハンコックは後者の女性編、

子供編も出版し、それも1回ずつリストアップされている。柔道関連とし

ては、SkinnerのJiu-jitsu（30）も1905年5月から7月に3回挙げられている。

小さい身体の日本人が大きなロシア人を投げ飛ばす技が、小国日本軍の

大国ロシア軍に対する善戦と重なり、興味を呼んだのだろう。護身術とし

ての利用価値も宣伝されていた。

しかし終戦後には、柔道関連書物はこのコラムに全く挙げられないとこ
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ろを見ると、柔道は戦争の影響が最も大きかった日本文化の一分野ではあっ

たが、一方で戦争中の一時的なブームに過ぎなかったとも言える。

最後に、登場回数が5回未満だったため、上記の人気図書上位リストに

取り上げられなかったものの、興味深い本が幾つかあるので紹介しておく。

・KatzAwa,・TheBismarckofJapan・orTheStoryofaNobleLife（31）

勝海舟の伝記で、1905年6、7月にボストンで3回登場している。出版

社も無名であり、さほど新聞、雑誌の書評、広告で取り上げられたとも思

われない。おそらく、ボストンの地元紙の書評で好意的に紹介されたので

はないだろうか。著者のクラークはグリフィスのラトガーズ大学時代の友

人で、化学教師として明治4年から8年まで静岡と東京で教壇に立った。

・TheJapaneseFairyBook（1905.2.6,BU）（32）

・KibunDaizin（1904.10.31,BU）（33）

この2冊は、いずれもバッファローで1回ずつ、児童向け図書分野でリ

ストアップされた。どちらもいかにも日本風の挿絵が豊富で、絵本的な魅

力が人気を呼んだのだろう。新聞、雑誌の書評でも好意的に取り上げられ

ている。後者は、紀伊国屋文左衛門の生涯を基にした話で、児童向け雑誌

『セント・ニコラス』に連載されていたようだ。この類の書籍は、しかし、

図書館より書店での人気の方が高かっただろう。

・EuropeanandJapaneseGardens（1904.10.31and1905.6.12,DC）（34）

・JapanesePlaysandPlayfellows（1905.3.13,PH）（35）

・ImpressionsofUkiyo-ye:TheSchooloftheJapaneseColour-printArtists（1905.8.7,

BO）（36）

これら3冊は、それぞれ庭園、演劇、浮世絵と、日本文化の専門分野に

ついて書かれた書物で、日露戦争が日米文化交流に与えた影響の大きさを

示している。日露戦争の取材に、欧米から多くの新聞、雑誌記者が戦地へ

赴くべく日本を訪れたところ、日本政府は軍事機密の問題などもありなか

なか現地出発の許可を出さない。そこで、従軍記者たちは当初の目的はさ

ておき、日本の社会、文化、習俗に関する記事を書き送ったこともあり、

アメリカ人の日本文化への関心が高まった。
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結 論

以上見てきたように、日露戦争中、アメリカでよく読まれていた日本関

連書物は、ハーンとフレイザー夫人などの著作を除いては、その大半が一

般にはよく知られていない著者によるものだった。日本で研究を進めてい

ると、現地の資料に直接当たることが少ないために、実態がよく分からな

い。勢い、世界を舞台に「活躍」した「国際的日本人」の貢献を過大評価

しがちである。

しかし現地では、意外な本が読まれており、そのような著作の内容の検

証とアメリカ人読者に与える影響の研究は、これから包括的に進められね

ばならない。

最後に本資料を基に、今後明らかにしていかなければならない点をまと

めて拙論を結びたい。

1．日露戦争中、日本関連書物のニーズは戦前、戦後と比べて高まってい

たことは明らかだが、同じことはロシアについてどの程度言えるだろう

か。ロシア関連書物ではどのような本が人気があったのか。さらに、もっ

と枠を広げて、例えば、満州や朝鮮に関する書物などの人気はどうだっ

たのだろうか。戦争中、アメリカ人の関心は日本にばかりあった訳では

ないだろう。

2．日本関連書物への関心の地域差はあるのか。例えば、ボストンの親日

的雰囲気が立証されうるか。

3．文芸誌『ブックマン』に毎月掲載された、全米各都市書店売上トップ6

と、図書館の人気とを突き合わせた場合、どのような結果が得られるか。

これらの点に関しては稿を改めて（下）において考察を加えたいと思う。

（注）

（1） 1841年、ホーレス・グリーリによって創刊。大衆受けするセンセーショナリズムを避け、

社会改良主義的論陣を張った。マルクスが執筆していた新聞としても知られる。磯部佑一郎

『アメリカ新聞史』（ジャパンタイムズ、1984年）によると、「学芸問題にも力を入れ、新刊
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書の批評欄を設けたりして、literaryjournalismの型を発揮しようと大いに努めた」という。

1924年に『ヘラルド』と合併して『ヘラルド・トリビューン』となる。

（2） 実際には、英語で次のように記してある。

・Themostpopularbooksfortheweek,accordingtothedemandsatthelibrary.（NewYork）

・ThefollowinglistofbookscalledforindicatesthetasteofreadersinWashington.（DC）

・AmongthebooksmostfrequentlyindemandattheBostonPublicLibraryduringtheweek.

（Boston）

これらの表現中のdemandとcallforの意味が問題となる。つまり、図書館に対する利用

者からの書籍購入希望なのか、それとも所蔵図書の貸出請求なのか。

川崎良孝『図書館の歴史 アメリカ編 増訂第2版』（日本図書館協会、2003年）による

と、アメリカの公共図書館は本の紛失を恐れ、19世紀を通して閉架制だった。クリーブラン

ド公共図書館が他に先駆けて1890年に開架制を採用した。1894年の同図書館の理事会で、

「われわれが導入した大革新（開架制）は他館でも採用され始め、いずれ常識になるだろう」

と豪語していたほどだから、1904年頃、リストに登場する公共図書館が閉架制であった可能

性は低くない。しかも、このクリーブランド公共図書館の場合も、開架とはいえ「書架には

ガラス戸があり、利用者の求めに応じて助手が本を取り出していた」とあるので、その際に

利用者により請求票が書き込まれたのではないだろうか。つまり、図書館に利用者から出さ

れた貸出請求票の1週間分の集計と理解してよいと思われる。

その意味では実際に読まれた本の人気リストとは正確には言えないが、コラムのタイトル

に「人々が読んでいる本」とあることからも、当時よく読まれていた本のリストとほぼ一致

すると考えて問題はないだろう。ちなみに、サンフランシスコのMechanic・sInstituteは機械

工などを中心とする会員制の図書館で、サンフランシスコ公立図書館は別個に存在していた。

（3） 日露戦争中とは、開戦となった1904年2月8日からポーツマス条約調印1905年9月5日

までとする。この間、ほぼ全ての80週にわたりこのコラムは掲載されていた。なお、ニュー

ヨーク、議会、フィラデルフィア、シカゴ、ボストンの5図書館に関しては、ほとんど毎週

情報が掲載されていたが、バッファローは36週、サンフランシスコは17週のみの掲載だった。

（4） この頃、週刊誌『インディペンデント』（1904年6月9日）は、日本関連書（Booksabout

Japan）という特集記事を載せている。日本への関心が特に盛り上がった時期だったのだろ

うか。推薦されている書籍は次の通り。

W.PetrieWatson,Japan,AspectsandDestinies,NewYork,E.P.Dutton,1904.

G.WaldoBrowne,Japan,PlaceandthePeople,Boston,DanaEstates&Co.,1904.

EditedbyEstherSingleton,Japan,DescribedbyGreatWriters,NewYork,Dodd,Mead&Co.,

1904.（※）

JamesA.B.Scherer,JapanToday,Philadelphia,London,J.B.LippincottCo.,1904.（※）

George.H.Rittner,ImpressionsofJapan,London,J.Murray,1904.（※）

このうち、（※）を付した3冊が後出の図書館貸出請求人気上位リストに挙がっている。

（5） KakuzoOkakura,TheAwakeningofJapan,NewYork,CenturyCo.,1904.

（6） KanichiAsakawa,TheRusso-JapaneseConflict,ItsCausesandIssues,Boston,Houghton,Mifflin

&Co.,1904.

（7） LafcadioHearn,Japan,anAttemptatInterpretation,NewYork,London,Macmillan&Co.,

1904.

（8） InazoNitobe,Bushido:TheSoulofJapan,Philadelphia,Leeds&Biddle,1900.,NewYork,

London,G.P.Putnams・Sons,1905.

（9） 岡倉一雄『父岡倉天心』、中央公論社、1971年、200ページ。

（10） 阿部善雄『最後の「日本人」 朝河貫一の生涯』、岩波書店、1983年、46ページ。

（11） 例えば、明石康・NHK「英語でしゃべらナイト」取材班『サムライと英語』、角川書店、
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2004年。

（12） 1904年12月11日付けの『サンフランシスコ・クロニクル』紙。

（13） LafcadioHearn,Kokoro:HintsandEchoesofJapaneseInnerLife,Boston,Houghton,Mifflin&

Co.,1895.,NewYork,Harper&Brothers,1898.

（14） LafcadioHearn,GlimpsesofUnfamiliarJapan,Boston,Houghton,Mifflin&Co.,1894.

（15） LafcadioHearn,Kwaidan:StoriesandStudiesofStrangeThings,Boston,Houghton,Mifflin&

Co.,1904.

（16） 小林功芳「東京学院の師弟像 E・W・クレメントと坂田祐」（『英学史研究』26号、

1993年）によると、「クレメントは、第一高等学校で16年にわたり英語を教授した経歴と、A

ShortHistoryofJapanなど日本に関する幾つかの著作によって、研究者の間で知られている」

（137ページ）という。ブラウネルに関しては、高成玲子「富山の英学 ロンドンのブラウ

ネル」（『東日本英学史研究』3号、2004年）にブラウネルと日本との関わりが簡潔にまとめ

られている。ブラウネルはアメリカ人のジャーナリスト、著述家で、「世界歴訪の途中で日

本に立ち寄り、東京専門学校、東京学館、富山県尋常中学校、福井県尋常中学校などで英語

教師をしながら、5年間滞在。明治33年から約3年間ロンドンで日本関係の記事を書いたり、

大英博物館で仕事をしたりした。その後アメリカに帰国して……」（53ページ）。なお高成氏

によると、HeartofJapanは、チェンバレン著『日本事物誌』で日本に関する著作12冊の一つ

に選ばれているという。シャーラーは、ニューベリー・カレッジの学長で、かつて佐賀県で

5年間教育に携わっていた。

（17） 新渡戸著『武士道』は、終戦から1906年3月までに、9回登場するので、終戦直後、最

もよく読まれた日本関連書物と言える。しかし、そのうち7回がフィラデルフィア図書館で

挙げられているので、限られた地域的人気の域を出なかったとも考えられる。

（18） KakuzoOkakura,TheIdealofTheEast:WithSpecialReferencetotheArtofJapan,London,J.

Murray,1903.

（19） YoshisaburoOkakura,TheJapaneseSpirit,withanIntroductionbyGeorgeMeredith,NewYork,

J.Pott,1905.

（20） 1879年生まれの若手女流作家。本名はWinnifredEatonBabcock。長崎生まれのカナダ

育ち。当時、ボストンに滞在していた社会主義者金子喜一は、「米国における戦争文学と同

胞の英文著書」（『新公論』1号、1905年1月）で、ワタナについて述べている。「彼女の小説

は翻訳するのでなく、唯だ材を日本にとりて所謂日本的小説を作るので、……ヲノトワタン

ナは既に成功して一家を成している」。ちなみに、プッチーニ作オペラ『蝶々夫人』がイタ

リアのミラノで初演されたのは1904年のことである。

児玉実英『アメリカのジャポニズム』（中公新書、1995年）によると、1890年代から1910

年代にかけて、日本を題材にした数多くの小説がアメリカで書かれ読まれていた。このよう

なジャポニズム文学に関してはまとまった研究がないとのことである。

（21） OnotoWatanna,TheHeartofHyacinth,NewYork,London,Harper&Brothers,1903.

（22） OnotoWatanna,TheLoveofAzalea,NewYork,Dodd,Mead&Co.,1904.

（23） OnotoWatanna,TheWooingofWistaria,NewYork,London,Harper&Brothers,1902.

ワタナ人気で復刻されたのだろうか。1905年にはワタナの新作は出なかった。

（24） JohnLutherLong,MissCherryBlossomofT�ky�,Philadelphia,London,J.B.LippincottCo.,

1905.著者ロングは小説『蝶々夫人』の作者である。

（25） CliveHolland,MyJapaneseWife,NewYork,Macmillan&Co.,1895;London,R.A.Everett

&Co.,1903.

（26） CliveHolland,AJapaneseRomance,London,Hodder&Stroughtn,1904.

（27） KenjiroTokutomi,TranslatedbySakaeShioyaandH.F.Edgrett,Namiko,Boston,Herbert

B.Turner&Co.,1904.
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（28） 同じく、金子喜一の記事に、Namikoは、「今や四版を重ねて評判の余りなかりし割合に

売れ行きは良かったのである」とある。この記述によれば、図書館リストに1回掲載される

ほどの本は少なくとも「小ヒット」を飛ばしたことになる。ちなみに、この記事では岡倉著

『日本の覚醒』は酷評を買い、新渡戸著『武士道』は好評である。またハーンは次のように

激賞されている。「北米にありて日本に同情を寄せてある人にして、ハーン氏の著述を知ら

ぬ者はない、否な米人が日本といふ新知人を得たのは實にグリフヒス氏とハーン氏を通じて

である、従来多くの宣教師が無数の著述をなして日本を紹介したが彼等は一種の色眼鏡を通

して見るのであるから、小泉八雲氏の如く眞の日本を紹介することは出来なかった」。

（29） 北米斬天生「新日本村雑記（一）」（『新公論』5号、1905年5月）に次のような記事があ

る。「海外で名高き日本の名物は芸者と柔術、大統領ルーズベルト氏が物好きにもこれを習

ひしより、柔術の流行は益す甚だしく、随て需要供給の原則上間に合せの粗製品の流れ込ま

んとするは嘆ずべし」。これは柔道の指導者について書いたものだが、柔道の指南書につい

ても同じことが言えたかもしれない。

（30） Capt.HarryH.Skinner,Jiu-jitsu,NewYork,JapanPublishingCo.,1904.

（31） E.WarrenClark,KatzAwa,・TheBismarckofJapan・orTheStoryofaNobleLife,（NewYork,

B.F.Buck,1904.）『ネイション』（1905年6月29日）の書評で、シャーラーのYoungJapanと

ともに好意的に取り上げられている。

（32） YeiTheodoraOzaki,TheJapaneseFairyBook,Westminster,ArchibaldConstable&Co.,

1903.

（33） GensaiMurai;tr.byMasaoYoshida,KibunDaizin;or,Fromshark-boytomerchantprince,New

York,TheCenturyCo.,1904.

（34） GlennBrown,EuropeanandJapaneseGardens,Philadelphia,H.T.Coates&Co.,1902.

（35） OsmanEdwards,JapanesePlaysandPlayfellows:WiththeTwelveColoredPlatesbyJapanese

Artists,London,W.Heinemann,1901;NewYork,Lane,1901.

（36） DoraAmsden,ImpressionsofUkiyo-ye,theSchooloftheJapaneseColour-printArtists,San

Francisco,P.Elder&Co.,1905.
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